
別紙　意見交換概要

・　実質公債費率が平成２３、２４年度に２５％に限りなく近づ
くため、不安を感じている。

・　今は毎年の借金の上限を決めているので、これまでの借金と合わ
せて今後の推移は概ね決まっているが、比率を出す分母になる部分
が国の交付税など今後どうなっていくのかわからない部分があるの
で、色々なものの動向を見ながら２５％を超えないように、引き続き新
規の借金を抑えながら、更に比率の上昇が出てきそうな場合には借
金の繰上げ返済などの形で、なるべく早期健全化団体のラインを上回
らないような形で進めて行きたい。

・　職員も給料を削減されて、職員数も減らされているというこ
とだし、市の財政は本当に大変だとは思うが市長も７年間で
赤字を解消すると言っていることを信用している。
　　計画に近い数字を出すよう肝に銘じて、市も頑張っていた
だきたい。

・　財政再建７年というのは全国的に稀に見る約束、私は市民と約束
し、また、職員との間の約束であり、私は肝に銘じてこの財政再建を
やらなければならない。
　私は、市を責任を持って預かる以上、若い人方が希望を持って、こ
のまちで子育てをできるようなまちづくりを心がけていきたい。

・　市職員の給与が急激に下げられ、それで市の経済が停滞
している気がするが、これが市立病院の看護師不足にも影
響しているのではないか。

・　看護師等も給与をカットしたことで大変迷惑をかけたと思っており、
市の職員のやる気を起こすためにも、給与というのはしっかり守って
やらなければならないものだと思っているので、ご意見として重く受け
止め、今、職員と共に何とかこの財政危機を乗り越え、そういうご意見
がなくなるよう私としても努力していく。

・　建設土木業がまだ仕事がなくて困っている。子どもを育て
ながら年間３００万円そこそこしかなく、それで生活している。
　市民ばかりをいじめないでほしい。

・　私としては市民の皆さん方にも協力をしていただいて、辛抱してい
ただくことは辛抱していただきたい。
　かつては建設業で雇用し、経済が回った時代。その部分の借金は、
やっぱりみんなで払っていかなければならないし、経済を回していきな
がら、財政も再建していかなければならないという厳しい状況にある
ので、少しでも道、国の予算でできる事業については少しずつやって
いき、そしてできるだけ雇用に繋げる。
　公共事業でなかなか食べていけない中で、もう一度、一次産業をみ
んなで支援する仕組みとか、新たな商品をこの地域で生産するという
ことをしなければならないと思っている。
　市民の皆さん方には大変な負担を強いてしまっているので、私ども
もそれを真摯に受け止め、職員の方も我慢をしていただき、給与体系
は全国一低い給与体系でやっているという状況にあり、今、ここ２、３
年はともかくもう一度、皆さんと一緒に辛抱しながら、何とかこの２、３
年で目途が立てば６年、７年先のことについても、十分皆さん方に理
解していただける仕組みを作っていけるのではないかと思っているの
で、ご理解をいただきたい。

・　全て市長自ら答えているが、それはいつもまちを歩いてい
るからだと思うが、職員がすぐ答えられるような、まちのことに
精通するようにならなければならないはずで、市の職員の人
たちはやっていないとは思わない、やっているのだろうが意
欲を持ってやっているのかが心配。
　給料は下げられる、人数がいなくなる、たぶん机の上の仕
事の量は増えていると思うが、それでも地域のみんなが活動
しているところを１日１回は回るとかという気概がないと、みん
なのために一生懸命やっているという姿勢が見えるような職
場環境にしていただき、そうすることによって自然に市民から
情報が集まってくると思うが。

・　私が答えているのは、他の職員が何も見回っていないということで
はなく、当然職員も知ってはいるが、せっかくの機会なので私が答えて
いる。
　ご指摘のとおり、私ども市全体の職員がいろんなことに気がつくとい
うことは大事だと思っており、お互い気づく、そこからスタートしようとい
うことをしている。
　市の職員も減って、そして仕事量が増えて、そして土日になるとうま
いよ！るもい市等、毎週毎週ある時は市の職員が行ってやらないとい
う仕組み、しかし、それも一つ一つは市の職員が結束するためには、
いい流れになっているのかなと思っているが、まだまだ足りない部分
はあるのかなと受け止めているので、私が先頭に立って、もっともっと
市全体のことを気づきながら、そして市民の皆さん方の声を吸い上げ
ていくという、そういう行政のあり方、そして責任を果していき、本当に
頼りにされるような市でなければならないと思っている。

・　水道料とか病院代、市住、給食費の未収金だが、名前を
公表するとかもっと厳しくやってもいいのではないか。

・　差し押さえできるものは押さえてネットで販売し、住宅等についても
明け渡し訴訟、実際につらいことだが、これだけ市民の皆さん方に固
定資産等も協力していただいているのに、支払う能力が有るのに払わ
ないのは許されないし、徹底してその人の生活状態や預金調査をし
て、それらを十分精査してやろうということで、現時点では、不公平が
あってはならないので、しっかり払っていただくものは払っていただくと
いうことで相当厳しく対応している。

・　水道とか家賃、病院とかの滞納者が非常に多く、水道の
停止や家賃をためて立ち退かなければならない等が新聞に
載るが、なぜ市の方でもう少し早く手をかけなかったのか。
　滞納している人も額が大きくなってしまったら払いたくても払
えなくなるのに、それで払えないから立ち退きだというのは、
個人的には同じ留萌市民なのにひどすぎると思う。

・　滞納があった時には、できるだけ早目にどういった形で払えるのか
等をきちっと話し合いをし、大きな金額になって法的な処置をする前に
しっかりと市民とお話をしながら、できるだけ早く払っていただけるよう
な、厳しくやりながらやさしくしっかりとした対応をしていきたい。

【財政健全化計画の取り組み状況について】



・　市立病院の赤字を留萌市だけで負担するということがいい
のか。
　以前から話に出ているが、小平町、増毛町、そして羽幌町
の方からも利用しているので、これらからの費用負担を考え
ても良いのではないか。

・　自治体病院の経営はいくつかの形があり、例えば羽幌町はほとん
ど負担のない道立病院、苫前町は厚生病院だったので結構な負担を
しいて、病院ができる歴史的な流れの中で、ある意味不公平感が出て
いるということも当然である。
　ただ、市立病院にも色々な支援があったので、新しく建てる前には
ずっと黒字の状態もあったので、急に赤字になったからといってみん
な負担してということにもならないが、そんな大きな金額にはならない
が、救急の負担分については理解していただき、救急で利用する割合
で支援していただける状態になっている。

・　病院改革プランで大幅な改善がなされ、単年度実質収支
が６千万円の赤字で済んだということだが、評価はしているが
目標は収支均衡であったはずで、平成２２年度の現実的な話
で、医師や看護師など医療スタッフが確保されなければ根本
から計画が狂ってしまうと思うが、現状はどうか。

・　病院経営は患者が来ていただけなければ達成はできないので、医
師、看護師、スタッフの確保、施設の整備なども含めて患者に来てもら
えるような環境を整えていかなければならず、また、平成２２年度の計
画では高いハードルではない、現実的な数字で見積っているので、何
とか収支を確保できる形で進めている。
　スタッフの確保については、市の財政は大変厳しい状況にあり病院
の方も給与カットという状況で進めているが、病院の職員も市全体が
大変な状況にあることを承知しているので現状の中で頑張っている状
況で、何とか早い時期に不良債務を解消して、できれば給与の方も何
とか改善していきながら、条件のいい形でスタッフ確保に努めていきた
い。

・　医療パスについて、一般市民にとっては普通の医療を受
けるのか介護の医療を受けるのか使い分けがわかりにくく、
まずどこに行けばいいのかわからない。
　それと、入院したとたん、３ヵ月後に出て行かなければなら
ないから次の所を探しておいてと言われても、なかなかどうし
ていいのかわからない。

・　まずは大きく分けて医療が必要なのか介護が必要なのかを考え、
医療が必要な場合にはかかりつけ医などの１次の病院に行き、紹介
状を持って市立病院で専門的にかかることになる。
　また、入院となった場合も３ヶ月で転院だということはなく、先ずは急
性期という形の中できちんと治療し、その中から自宅や施設に帰りま
すが、帰る場所がない方については、市立病院の中で療養病棟に移
ることになり、そこは概ね３ヶ月ということにしている。
　療養病棟は、ずっとそこに居るとなると次の人が入れなくなってしまう
ので、療養病棟に移った時点で、患者や家族ときちんと相談をして、
市内の療養病院だとかに移ることになり、相談も病院内に医療連携室
があり医療相談を担当しているスタッフが居るので、遠慮なくどうした
らいいのかということを相談していただきたい。

・　市立病院外来の待ち時間表示の掲示板が有効に患者に
伝わっていない。
　いつまで待っても掲示板が変わらないがなぜか。誰がいつ
変えることになっているのか。

・　外来の中に居る看護師が更新をするのが基本になっている。内部
で確認して、しっかり動くようにしたい。

・　市内の病院とかで児童虐待の疑いがある子が受診したと
き、どこかに連絡するという仕組みはできているのか。

・　ネットワークができていて、不審な点があったら警察に通報すること
になっている。

・　市立病院の対応が悪い。近所の人が腰が痛いと言って病
院に付き添ったが、一人暮らしの高齢者で本人は歩けないと
言っても骨はなんともないから帰りなさいと言われた。
　結局、強く言って帰らなかったが、後で圧迫骨折しているの
が判り入院した。

・　今は救急で来たら入院していただき、院長や副院長などがしっかり
と診て判断するシステムになっており、指摘された点はあってはならな
いことなので、しっかり中で検討していきたい。
　笹川院長もいい医者を、総合医を自らの力で育てることにも努めて
おり、循環器や脳外の先生も揃ってきているので、引き続き地域の皆
さんにしっかりとした医療を提供できる体制づくりに努力していく。

・　市立病院で、常時かかっている科ではある程度早いが、
他の科などに診てもらうような予約できない時の事務手続き
をする時間が非常にかかるので、改善をお願いしたい。朝、９
時に行って帰るのが１時、２時とかになってしまう。

・　基本的には予約という形で前日までに予定を組み、当日の新患は
予約外の時間に入れることになり、予約と同じ様にというのは無理が
あり、現在の病院のシステムも建設当時の古いもので、診療科ごとに
独立したシステムになっているため、カルテの作成等の事務的な時間
もかかってしまい、システムの入れ替えができれば解消はできるが現
段階ではそこまでできないので、ご理解願いたい。

【市立病院改革プラン２年目に向けて】



・　見晴通は道からの予算でやるのか。市の予算はかからな
いのか。

市道から道道にしてやるので、市では測量とか道道に引き継ぐための
部分はかかるが、工事は道の予算でやることになる。

・　見晴通はどのように道路が付くのかわからない。たまたま
測量に来ていた人に聞いたら、両側に広げたら立ち退きとか
で倍のお金がかかるから奥に向って左側に寄るようになるで
しょうという説明であった。

測量は市道を将来、道道にするための現況を確認する測量であって、
道路の線を決める測量ではない。

・　広報６月号には道路をやることが決定しているようなことを
書いているが、地元新聞には市民に説明し、市民の直接の
声を聞きながら理解に向けた努力を重ねて行きたいという記
事が掲載されていて、一歩後退したように感じるが、どうなの
か。

・　私としては協力をいただいて進めて行きたいという想いであった
が、昨年、野本町の方から色々な話があったので、この道路を進める
にはもっと地域住民の皆さんのご理解をいただかないと進めていけな
い事業だと思っている。
　日東団地の避難路の議論も今までしてきて、公共交通も例えばミニ
バスで対応できるのではないかという議論も出てきており、今議会でも
もっと地域住民の声を聞くべきだという議論もあり、市民対話の中でも
地元の人の声も聞いているので、そのことというのは、私としてはしっ
かり重く受け止めて聞いているので、その地域住民の皆さん方の想い
をしっかり考えて、この事業というのは執り進めなければいけないと考
えている。

・　自分たちが住んでいる所は不動産屋に見積をお願いして
も見積の立てようのない土地だとはっきり断られた。市がやる
のかどうかはっきりさせてくれれば見積も立ててくれるので
は。
　自分としては反対があっても理解してもらうまで話しをして、
この道路はやると、はっきりした結論を出してほしい。

・　この道路の必要性は市民全体の活用ということで必要な道路と
思っているが、今回の場合は立ち退き件数が出るので、地域の皆さん
方の理解をしていただけるという状況の中でないと進めることはできな
いので、現時点においては市としてやるかやらないかについて今すぐ
発言はできない。
　地域の皆さん方の意見を聞かせていただきながら、できるだけ早く
に結論は出して行きたい。

・　反対があると、なかなか前に進まないということなのか。 ・　基本的にはそういうことになる。

・　高規格道路ができることによってアクセスは良くなるが、ま
ち中を全く通らないという面も出てきて、また、アクセスが良く
なると逆に市内の購買力も出て行くこともあると思う。
　利便性が良くなる反面、留萌の経済に与える影響も大きい
と思うが、市ではどう考えているのか。

・　大変難しい問題ではあるが、道路の機能は多面的機能を持ってい
て、便利だけを求めると、より高速化を求めていくことになり、１分１秒
を争う人の命についても、そういう道路があると多くの方が助かるとい
うことも多々あると思う。
　その便利さをいかに留萌に来てもらうために求めるかも考えていか
なければならず、例えば、うまいよ！るもい市には地方からたくさんの
方に来ていただいているが、この時のアピールポイントもこの道路で
札幌、旭川からも近いですよということをどんどん発信していける。
　確かに素通りする方もいると思うが、その人たちが寄ってくれるよう
な経済振興を図っていかなければならないと思う。

・　市道２号線は平成９年に市や町内会役員が集まって協議
をし、平成１３年までに完了予定となっていたが、公民館を上
がって行った辺りで工事が中断してしまっており、坂の部分に
鉄柵をつけて何とか安全が保たれているが、その後も工事は
手を付けられていない。
　大型店もできて１日の交通量もかなり増え、危険な道路で
あり、市の財政が厳しいということはわかるが、いつ頃になっ
たらこの道路が改修されるのか。また、７年後以降でなけれ
ばできないのか、具体的なことを聞かせてほしい。

・　その道路については狭隘であり、ある程度の坂道であるということ
で、当時、実際に調査した結果、ある程度の傾斜があるということで、
交通量が多ければ多いほど冬期間の問題も大きく、大規模な改修に
なるという調査結果が出たのではないかと思う。
　平成１１年、１２年は、市の財政再建計画がもうスタートしたときであ
り、その時に市全体の大規模工事というのを押さえるという方向性が
出たのではないかと思う。
　現時点においては市で実際に出す事業については、具体的には財
政再建中には手をかけないということにしているので、あと６年間の財
政再建中は大規模改修ということは大変厳しいものがあり、大型店が
できて交通量も相当多いことも、臨時的に柵をしていることも決して安
全策ではないと承知しているので、予算の背景を見ながらこういう大
規模改修に対して、どう地域の皆さん方に説明していくべきなのかと
いうことを、しっかり過去の部分も重く受け止めながら、今後計画的な
部分を市民の皆さん方にわかりやすく提起していきたい。

・　２号線を排雪しているが、坂を登る車が惰性をつけてき
て、本当に危険な状況だ。安全を考えて日東団地よりもここを
先にやってほしい。

・　ここの道路の問題も緊急性が高い、危険性が高いということは私も
十分承知しているので、ご理解をいただきたい。

・　栄町の生活道路のＵ字溝で、３０年くらい前は町内会で
やっていたが、高齢化や人がいなくなり清掃をしていないの
で、半分くらい埋まった状況。できれば市で清掃をしてほし
い。

・　排水溝については他の人からも電話があった。市で排水溝の点検
を計画的にやっていかなければならないと思っているので、しっかり内
部で検討したい。

【これからの道路整備について】



・　ゴールデンビーチの所の道路の砂が両脇に残り、排水溝
も半分埋まった状態だが、あのままでいいのか。

・　土現でフェンスを付けてくれたが、相当の風になると砂が飛び散っ
てしまい、市の道路として管理をしているが、なかなか財源が無くてで
きない現状にある。

・　南９条橋の通行止めの時は東橋を迂回したが、除雪はし
てくれていたが大型同士が対向するときはほとんどできなく、
何回か事故になりそうなのを見かけた。
　交通量も増えるので、歩行者の安全にも配慮して歩道も含
め、しっかり除雪をしてほしい。

・　そのような状況も把握しており、市としてもできる限り大型車の会社
に協力を求めるということで対応をしてきた。
　今年についても、大型車の通行制限なども含めて検討をしていきた
いと思う。また、歩道等の除雪については、もう一度精査させていただ
きたい。

　・　除雪で縁石がものすごく欠けているが、そこまでぎりぎり
に除雪しなくてもいいのではないか。

・　大型の除雪機械でやると時間効率がいいので、昨年、業者の方で
大型化したが、車が大きくなったことで慣れていないという部分もあっ
た。
　市でも業者と一緒に確認しているので、今年度の除雪体制に入る前
に市民から見たらどういう除雪体制がいいのか、また技術講習なども
していきたい。

・　冬に道路の除雪とか排雪をしてもらっているが、業者の方
は雪が融ければ当然終わるが、除雪のあと水田や畑に石や
舗装の破片だとかが入っているが、そういうことも含めた除雪
の内容にできないものか。せめて業者の方に春にそういう点
検をさせてもらえないか。

・　何度か出ている話で、市としてもどこまでできるかという話にもなっ
てくるが、除雪業者とも話はしているが、道路をきれいにすればするほ
ど民地の方に物を押し出す、飛ばすということになってしまう。
　細かい物は非常に申し訳ないと思っているが、大きな物はなるべく
取るように業者にお願いしているし、市としてもパトロールを続けると
いう状況しかなく、今のところ、なかなか解決策というのは難しいのか
と思っている。

・　業者の方に、春になったら直接言ってもかまわないのか。 ・　基本的には市の方に言っていただいて、市の方で現場確認して次
の処置をするというような形でお願いしたい。

・　井原水産の前の川沿いの道路に街灯を付けてもらえるも
のなのか。

・　暗いという話も聞いており、街路灯ということであれば市が設置して
いかなければならないが、歩道もない状況の道路で今年は予算の範
囲の中で若干路面の対応をしたが、街路灯の整備は今のところ難し
いと思っている。

・　運動をしていきなさいという中で歩く人もいるし、高校生も
通る道で、暗いと不法投棄も多くなると思うし、皆さんもウォー
キングをやったりしているので、その辺も考えてもらいたい。

・　運動という話もあったので、今、開発建設部と相談をし、船場公園
に入る辺りから留萌高校に向ってサイクリングロード的なものを計画し
ており、その中で上手く歩く人のための街路灯も検討できるかなと思う
ので、時間はかかると思うがご理解をお願いしたい。

・　まちなか賑わい広場は誰がどのように利益を出して、また
は税金からお金が出ているのであれば私たちも利用したい、
利用しなければと思うが、どのようになっているのか。

・　１００坪を市が借りている部分と金市館が通常の家賃で貸して営業
をしている部分の２つの区分になる。
　市が借りている部分は国などの制度を活用し、商店街連合会とも協
力をしながら３人の方が常駐してその場の管理しており、基本的には
営利目的で使う場合には金市館のテナントとして入っていただくことが
望ましいと思っているが、現在は高齢者の下着などを販売する部分
を、チャレンジショップとして１年間実施していただき、市としては商売
として成り立つのであれば金市館のテナントとしてやっていただきたい
と考えている。
　それと、社会福祉協議会と連携して、障害者の方々の相談やパンの
販売、遊戯の設置をしていて、これからは、農家の方とか地場で取れ
た物を直売できるスペースというのも考えている。
　税金の部分では、この建物の固定資産税が年間約６００万円、市が
借りている家賃が年間約６００万円、参加していただいている方には
電気や水道などの実費相当分を負担してもらっており、賑わい広場を
有効活用することによって、まちなかの賑わいに繋がり、税負担の部
分にも繋がってくると考えている。

・　公共施設がバス路線から離れており、高齢者が訪ねて行
くには不便なので、週１回でもいいので、るもいプラザでよろ
ず相談のような市民にとって便利な相談窓口を開いていただ
きたい。

・　公共施設のバス路線については、今違う事業で色々なバスの実証
実験をしているので、その中で答えを見つけていくことになると思う
が、バスが走れる道路というのも限られているということもご理解願い
たい。また、バスの形も中型であったり小型であったり、今、色々な形
の手法もあると思うので、それの活用含め今後の市の検討ということ
で、ご理解をしていただきたい。

・　公民館でも展示はできるが、高齢者はなかなか行けない
ので、るもいプラザに簡易な展示スペースではなく、しっかり
としたギャラリースペースを作っていただきたい。

・　るもいプラザの管理について、ギャラリーを含め来年の３月までは
国の雇用対策事業を活用して３人の方が常勤しているので、ある程
度、色々な形の展示会とかギャラリーとして活用できる安全面もある
ので、今あるスペースの転換はなかなかできないが、あのビルを管理
している方と十分相談をしながらそういう活用もできると思うし、金市
館サイドとしても短期的なイベントや出展については１日５千円で出展
できるスペースも用意されているので、その辺は上手く活用しながらと
いうことになると思う。

【るもいプラザ「まちなか賑わい広場」について】



・　こういう場で市長などと話をできる良い機会なのに空席が
あるのが残念。
　町内会もあるので、会長に何人か来てとか声をかけるなど
もっと集まる工夫をしては。

・　昨年、財政再建プランを示すときにはプールの休止の問題、固定
資産税の問題、行政として市民に対して税の問題で負担を強いるとい
うことは、大変大きな問題と私自身受け止めておりまして、多くの市民
の皆さん方も当然感心を持っていただいて、多くの参加であったが、
市政についての報告は広報紙などでもお知らせしている部分もあり、
そして、財政が厳しいから新しいことが出来ない、新しいことをやってく
れないのではないかと、まあ行っても仕方が無いのではないかという
空気になってしまったのではないかと思う。
　私は、財政再建は財政再建として、しかし、これから１０年、２０年、３
０年先の留萌のまちをどうしたらよいのか、ですから市の職員の中で
もできるだけ３０代、そして４０代の若い人方が、これから市の職員とし
て２０年、３０年働く人方に留萌市の将来に向けての自分たちの夢を
出して、また計画的にどのような事をしたら良いかということを、市の
職員自ら政策的に勉強をして、市民の皆さんに自分たちの想い、夢を
話せるようにして、そして少しずつ財政が健全化していく姿の中で経済
の再生に向けて地域の皆さんと一緒になって取り組んでいく姿を見せ
ることによって、やっとこういう会合にも来てもらい、市民の皆さん方の
声を吸い上げてくれるのかなと、そういうことを繰り返しながら一つ一
つ重ねていくと、次には隣近所の方を誘ってきてくれるのかなという気
がしている。
　もう一度、こういうコミセンでやるときには町内会長さんにお願いをす
るなど、多くの人が集まっていただけるよう努力をしていきたい。

・　土曜日のこういう機会に関係者が集まって説明してくれ
て、市民にとっては大変ためになることだとは思うが、せっか
く説明してくれても、それを聞いて納得する側の人数が少な
く、もう少しやり方について、どうしたら一人でも多くの方がこ
ういう会合に出席してもらえるかという、特にまちの活性化は
町内会が単位なので、町内会の会長の力量もこういうものに
対して大きく左右すると思う。
　また、市議もたくさんいるので、市議も自分が住んでいる町
内の起点になるとか、声かけをして何とかして一人でも、留萌
のまちの活力の一分野になれるようにしていただきたい。
　関心のないところには出てこないので、一人でも多くが関心
を持つ方法について努力していただきたい。

・　ご指摘のとおり、地域の皆さん方がこれからどういう協力体制をし
ていけばいいのか、例えば健康に対して町内会それぞれが健康サ
ポーターを中心にどういう形で参加していただけばいいのか、それら
についてもっともっと興味を持てるような内容を織り込むことと、町内
会長さんの方にも、あまりお願いすると押し付けになってしまい申し訳
ないという気もあったが、町内会の役員の皆さん方にもこの会合につ
いては別途、きちんとお願いをして多くの参加をいただくような方向を
考えていきたい。

・　スクリーンの映像になぞって説明しているが、高齢者には
映像が読み取れず、それになぞっての説明のため十分に理
解できなかった。また、説明する方は十分に理解して説明し
ていると思うが、自分としては十分に理解できなかった。
　ただ、市長が率先して留萌市に活力を呼び起こそう、そして
留萌市の財政をいかに健全化していくかという取り組みの姿
勢は、ひしひしと感じ、皆さんの努力は窺うことができた。

・　お手元の資料をできるだけわかりやすくしなければならないと思っ
ており、今回、お手元の資料に映像の一部が入っていなかったという
ことは、私ども反省しています。
　今後、初めて来た人にもわかりやすく、配布資料等も精査していきた
い。

・　ゴールデンビーチの所にタンポポを植えているが、その種
が散らばってしまいタンポポ公害のようで、あんまりいい結果
ではないなと思う。

・　タンポポ畑として作ったわけではないが、植生として一番強いタンポ
ポが残ってしまい、市内の植樹桝の中にも相当タンポポが生えてい
る。
　市としてタンポポを全て摘むということもなかなかできないのが現状
であり、これから海水浴のシーズンに入るので、これまでも観光協会
など皆さん方の協力も今日までいただいているので、その中で運営し
ていこうと思っている。

・　南町では非常に不法投棄が多い。その一つの理由は草が
茂り、全然草刈をしていないからで、そういう雑草が生い茂っ
ている所を市として行政指導してほしい。

・　不法投棄問題は千望台の奥にも相当不法投棄があり、一番不法
投棄されている場所に道から森林管理の委託を受けている人が去年
から花を植えている。それでも捨てている人がいる。
　もっと啓蒙しなければいけないということで、地元の建設業の人方が
看板を立てていただいたり、また、草もしっかり刈るような手入れをし
なければならないと思っており、市道沿線の雑草についても皆さん方
が心配されている通りだと思うので、そういう状況を見て、地域の皆さ
ん方の協力をいただきながら不法投棄対策をしっかりやらないと、最
終的には美サイクル館で全部引き受けないとならないことになるの
で、啓蒙の看板等を含めて、どういう形がいいのか内部で相談した
い。

【環境について】

【市政懇談会について】



・　町内のごみステーションの所にテレビとかタイヤとかの不
法投棄があるが、美サイクル館で受け取ってもらえるのか。
　この前聞いたら、港湾の所は港湾課に聞きなさいとか言わ
れたが、そういうのがない様に一つにできないものか。

・　置かれているのは近所の方の物ではなく、他所から捨てら
れた物。町内で処分するのも、一回やってしまうと来年地デジ
が始まった時にどんどん置かれたら町内でも困るので、何と
かこれを市全体として処理できるような方法はないのか。

・　北岸の所と元町の船揚げの所に使っていないような船が
あるが、放置された船は最終的に市のお金で処理しなけれ
ばないようだが、できることなら早いうちに所有者に片付けて
もらえないのか。

・　もう一つ、海岸に流れ着いている木材等の処理の問題もあり、船の
場合は特に廃プラスチックで室蘭の方で処理をする形ができているの
で、道内全体に放置されているグラスファイバー、廃プラスチック、ま
た木材で、所有者とまだ連携がとれる部分と放置されている部分とが
あり、私としては北海道の方にも環境の視点から見て、そういう木片
や船の再利用をするようなことに支援をいただけないのか、または今
後の新たな国の交付金の中で、その地域の環境美化、環境を良くし
木材等を再利用するということで、環境に資するという部分があるとす
れば利用できるような交付金が創設できればいいのかと思っている。
　できるだけ道や国の施策の中で処理できないのかということを考え
ているので、ご指摘にあるように、どのような船が放置されているのか
については行政としても整理をしていかなければならないし、できるだ
け早く処理体制ができるという部分について、私なりに検討していきた
い。

・　東岸に魚網がたくさんあり、これから暖かくなると火事が心
配だが、何か対策をしておいた方がいいのではないか。

・　そういう危険性があるのであれば、漁師や漁協と相談をして対処し
たいと思う。

・　沖見町の市住平屋の所は、入居した人が物置を作ったり
しているが、空き家になったらそのままになっていて、高砂町
の公園の水道が壊されるなどのいたずらも発生しているの
で、そこもいたずらや火事の心配もある。

・　沖見町の平屋建てについては１棟４戸の建物で構成されていて、１
棟に１戸しか入居していないような状況で、なかなか取り壊しもできな
い状況にあり、現在、住戸改善と言って１棟の中を改善し、住んでいる
方に協力いただきながらそこに集約化し、空いた所を取り壊していく事
業に取り組んでおり、また、担当では毎日パトロールをしたり、付近の
方から何かあった時は連絡をいただいたりして改善に向けてきてい
る。
　高砂公園の水道が壊されているのは、公園だけの話ではなく公共施
設全部に言えることで、非常に心を痛めている。
　本当に心無い方がされた行為によって、そういう事が増えていった
時には公園とか公共施設の閉鎖とか、色々な事をしていかなければ
ならなくなり、特に高砂公園は小さな子どもが遊んでいて、噴水の中に
ガラスの破片が入っていたこともあり、毎日公園の管理している者が
回っていて、このようなことはなくしてほしいという気持ちは皆さん同じ
ではあるが、なかなかいたずらがなくならない現状をご理解していただ
きたいし、それが重なってきた場合は閉鎖せざるを得ないと言うことも
理解していただきたい。

・　春日町の市住を直していくという話を聞いて、住んでいる
人たちにも説明がされたようだが、町内会としてもこの後どう
なっていくのか教えてほしい。

・　住戸改善ということで今年１棟ということで説明をしたが、町内会に
説明をしなかったことは大変申し訳ない。
　毎年進めて行ければ良いのだが、市の予算的に沖見と交互になる
予定でいるが、２階建ての住宅は改修が難しいという部分もあり全部
の棟をやるということは難しいと判断しており、春日地区の中でも土門
の沢の住宅がかなり頑強で地盤もいいということで、春日地区の住宅
は土門の沢に集約をして進めて行きたい。

・　市住の火災報知器は市の方で付けてくれるのか。 ・　市住については現在、市で計画的に進めている。空き家には付け
る予定はないが、居住している住宅については順次進めているので、
もう少しお待ちいただきたい。

・　基本的には不法投棄は行政として処理しなければならないので、
私どもとしては市内の電気屋さん、再処理する企業とかと連携して、
不法投棄の物は行政としてある程度処理しなければならない。
　そのためには電気屋さんがある程度引き受けてくれるのか、また、
札幌辺りでは無料で回収しているので、そういう業者は旭川にもある
ので連携が取れるのか、市としては不法投棄については責任を持て
美サイクル館で集めて、その後の処理等については私どもとしてやり
たいと思いますが、ただ、市で何でもやってくれるということではなく、
基本的に不法投棄の物はそういう形で処理させていただくということで
す。
　場所等については市の方に言っていただければ、内部で連携をしな
がら速やかに処理できるようにしたい。

【その他】



・　御用聞き制度はまだ取り組んではいないが、るもいプラザの事業
の中で秋くらいから、試験事業として取り組む予定だが、全市的にでき
るかについてもまだ検討の段階でありますが、こういうことをやってい
かないと、一人世帯とか本当にお困りの方もいると言うのもわかって
いるので、何とかこういうことを、市役所だけでできることでもなく、商店
街の方々と力を合わせてやっていけるような体制を取って行きたいと
思っている。

・　これから高齢者が多い時代の中で、一方で人口減少が進み、それ
を地域の中でどう支え、守っていくかが一番大事なことだと思う。もう
一つができるだけ気づく、気づいてあげるということが大切。
　留萌の人口も２万５千人強になり、当然コンパクトシティ、まち中で住
む体制というのはこれからどんどん増やしていかなければならないと
思っているので、今後の市営住宅や道営住宅の取り組みの中でも、ど
ういうまちの構成にするかということは、行政としてもしっかり組んでい
きながら、一方で色んな地方では買い物難民、お年寄りが買い物にい
けないということで、今、色んな町で御用聞き制度がスタートしました。
　私は、この御用聞き制度というのは、ある意味ではこれから団塊の
世代で定年されて地域に居る皆さん方とか、女性の方の参加もいただ
いて、女性や社会でいろんなことに研鎖を積んできた皆さん方は、そ
れぞれの地域で色んな形で気づいていただいて、支えてくれるのでは
ないかと思っていますので、その皆さん方に参加していただいて、地
域のお年寄りの見守り隊として色んな形で参加できる仕組みを考えて
いかなければならない。
　留萌市全体でお年寄りにしっかり目を向け、その目を更には子ども
達に優しい目で見つめていくということが最も大切だと考えております
ので、そこの基本の部分を思いやりと優しさという気持ちの中から色
んなお助けをするという姿が望ましいと思っているので、行政としてシ
ステム的にいろんな事業を組み立てながら、商店街の皆さん方と相談
していきたい。

・　コミセンにテレビが３台あるが、来年７月以降は使えなくな
るので廃品で回収してもらえるのか。また、その替わりに地デ
ジのチューナを配給してもらえるのか。
　テレビはほとんど見ていないが、ＮＨＫの受信料も払ってい
る。

・　当初、市で設置した設備なので、テレビに関しては後日回答をさせ
ていただきたい。
　ＮＨＫの受信料はテレビ１台毎なので、台数を減らすなりの対応をお
願いしたい。

・　東部公民館がコミセンになって、それに伴って休館日が多
くなっており、ＡＥＤが設置されているが、いざというときに休
館で閉まっていては宝の持ち腐れになる。また、公民館時代
は幌糠地区公民館とタイアップして文化祭などをやって文化
交流もしていたが、そういうものもなくなってしまった。
　この地区は高齢者も多く、そういったコミュニティの場所をな
くさないようにしてほしい。

・　各地域でもコミセンになってなかなか利用できないという状況になっ
てしまったが、７年間の財政再建の中で、どうしてもこういう形に変え
ていかなければならなかったということで、私としても大変申し訳ない
と思っています。
　東部地区は文化事業も地域で力を合わせてやっていたという経緯も
あるので、これからの事業の中で、地域で取り組む事業、継承していく
事業でどういう支援ができるかということを、皆さん方と協働で、一緒
にやるのだという事業であれば、また色々な知恵が出てくると思ってい
る。
　財政の進捗状況なので、特にここ１、２年は辛抱していただいて、何
とか先が見えるような、そして今やるとしたらどういう形でできればい
いのか、そういうことを市の職員と一緒になって地域が取り組めば色
んなことができるのではないかと思っている。

・　中幌に入る所の市道に横断歩道を付けてもらえないか。
以前聞いたときは無理だと言われてはいるが、これからの季
節は大型バスも多くなり子ども達が渡る時に危ない。

・　横断歩道は警察の関係もあるので警察と相談し、一回現地で車の
量とかを見させていただきたい。

・　人口も減っている中で、市議も２割か３割減らした方が良
いのではないか。
　議員の給料を減らすのではなく人数を減らして、そして市の
ために頑張っていただきたいと思う。

・　市民も市職員も犠牲になっているのだから、市議を１０人く
らいにできないのか。

・　議員の人数の問題を考えてほしい。一般質問に出る人の
顔ぶれが決まっていて、何年も一般質問にも出ない人もいる
と思うので、何とか定員数削減を考えてほしい。

・　道内の市で１６人というのは最も低い人数で、留萌市の議員の定
数はある意味先駆的に取り組んできたと思っている。しかしながら、こ
れからの人口の動態等も見て議会の方も色々議論されるのではない
かと思う。
　議員の定数については各地で色々議論されており、留萌市の議会
の方でもかつてから議員削減というものを積極的に取り組んできてい
るのではないかと思っていますので、ご理解お願いします。

・　市議会議員の問題も、ほかのまちと比べてどうのというのは決して
いいことではないと思っているが、１６名というのは非常に少ない数
で、議員も報酬を削減し、北海道の市議会の中ではおそらく一番低
い。
　議会も辛抱し、すごく少ない中で頑張っているということも理解してい
ただきたい。
　議会とも相談して、肝を据えて頑張りたい。

・　高齢で杖をついて歩いている方が多くなり、歩いていける
範囲の中で生活圏を持たなければならない時代が来ている
のかなと思うが、御用聞き制度について具体的にどのような
感じでやっていくのか。
　見守りを兼ね、人と人が常に接して感謝されるような生活圏
になるようにお願いしたい。



・　昨年、パークゴルフ協会で東屋やコースの整備や料金改
定の要望を出したが否決された。
　下の方はパークハウスがあるが上の方は何も無く、日差し
が強いときとか雨が降ったときに休む場所が無いので、スー
パーハウスのようなものでいいので是非作ってほしい。

・　東屋についてはもう少し我慢していただきたい。現段階では新しい
ものをというのは厳しい状況で、東屋を建設することは厳しいと判断し
た。
　料金等の状況についても、現状況でやっていただいて、また１、２年
たった後に、実際にパークゴルフを利用していただいている皆さん方
の意見も聞きながら、もう一度精査させていただきたい。

・　プールの建物はどうなっている。 ・　プールの部分は休止しているが、１階には会社やバス待合所、共
有広場があり、そこは開いている。

・　来年地デジに変わるが、これまで山の方では共同の施設
なりを整備してきたが、それらも使えるのかもわからないし、
山に上がったりして自己管理をしているが、年齢的にも自己
管理が厳しくなってきている。

・　幌糠では共聴の組合の方と、今の局を利用してやるのか新しい所
に設置してやるのかをＮＨＫも交えて、皆さん方にどのくらいの負担を
していただくのかを含めて今月中に話し合いをして、補助金等もある
ので、その補助金の活用も市の方でお手伝いをしていくことで進めて
いる。
　峠下は二つほどある共聴の組合を一緒にできないかという話をさせ
ていただき、それについてＮＨＫとかと調査をし、今月中にその検討結
果をもらい、また峠下の方と話をする。
　補助金を使えるような形で進めていけないかということを検討してい
るところで、幌糠と同じような形を作ろうということで進めている。
　ただし、管理については設置が皆さん方の組合となりますので、組
合で管理をお願いすることになる。

・　留萌ダムができて、結構人が行っているようだが、トイレが
あると便利ではないかと思うが。

・　今年完成したということもあり、ダムをどのように活用していくかとい
う協議会を作ろうという話し合いを進めている。
　今後、あのダム湖をどのような形で利用するかによってトイレの問題
とかが発生すると思うが、現状としては道路としての役割をしていない
ので、今後、利活用ができた段階で具体的にお話をできるのかと思
う。
　なんとか現在ある管理等の中のトイレだとかを活用させていただけ
れば経費もかからないでできるかと思うが、もう少し時間をいただきた
い。

・　元町児童公園の管理は町内会でやるものなのか。 ・　今日、町内会長さんが見えて環境美化パートナー制度のお話を聞
いていったばかりで、方向性としては、この公園の管理を町内会として
はこの制度を活用してみんなででやっていきたいという方向のお話を
今日いただいたばかりで、これから話をつめさせていただきたいと思
う。

・　錦町公園は町内会の方で協力してやってきたが、最近協
力してくれる人がだんだん減ってきて、逆に協力するべきかと
思ってきた。
　公園に実のなる木を植えようと思い、市に聞いてクルミの木
を２本植えたが、草刈と一緒に刈られて無くなった。その後に
大きめの木をまた１本植えたが、雪を押されてまた駄目に
なった。
　そんな管理状態であったら協力してくれる人はいなくなるの
で、そういう状況にならないようにやってほしい。

・　公園の一部には、確かに排雪するという公園もあるが、せっかく植
樹した木はしっかり育てていかなければならないので、冬季間、植え
た木を育てるためにどういう囲いをするか、また植える場所等につい
ても冬季間のことを考えながら植えるとか、その辺の情報をきちっと内
部で取ってやらなければならないと思っている。
　市民のご好意で植えていただいた苗木をしっかり守っていくというの
も一つの考え方であり、決して全てを町内に任せてなんでもかんでも
やるんだということでなくして、市でやれる部分については、市として
しっかり見回りしながらやっていきたい。

・　黄金岬に佐藤勝の石碑があり、若者たちが流れるが、い
たずらされて鳴らなくなってから１０年以上経つと思うが、依
然として修理が何もされていない。他所から来た人に対して
恥ずかしい。

・　歌碑は現在、有線にして一定の時間が来たら自動で流れるように
改善している。

・　船場の公園は犬の散歩も人の散歩も少なく、協力金として
集めているが、将来的に何かやるのか。
　最初はドックランという犬の公園を作っていたと思うが、ドッ
クランは犬の遊具などがあるものではないのか。

・　船場公園はまだ工事が途中であり、現在できているのがドックラン
とパークゴルフの９ホール、ドックランについては柵をしてその中で遊
んでいただくという方式になっていて、遊具については何とかドックラ
ンを使用する人たちと、できれば話し合いを持ちながらどのような物が
必要なのか、そして、もし協力をいただけるのであれば必要なものを
持ち寄っていただくのも一つの方法ではないかと考えている。
　全面完成するまでは利用料金制でやって、現在、この場所でどんな
花や作物が育つのか植栽実験にも取り組む予定で、その中で皆さん
が活用しながら花や作物を作ったり、広く皆さんが活用できるような公
園を目指して整備しているので、理解をお願いします。


